
目次 index

1

http://doi.org/10.15108/stih.c201804
2018  Vol.4  No.4

STI Horizon　2018  Vol .4  No.4

STI Horizon 2018 冬号発行に当たって············································································································ 	 3
　　  STI Horizon 誌編集長 赤池 伸一
　　  （科学技術・学術政策研究所 上席フェロー）

特別インタビュー
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　大島まり氏は、日本を代表する生体流体力学やバイオ・マイクロ流体研究の研究者であり、次世代育成の活動も積
極的に取り組まれている。今後の我が国の科学技術イノベーションを担う人材育成や科学技術政策の在り方等につい
てお話を伺った。

ナイスステップな研究者から見た変化の新潮流
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　千葉大地氏は、室温で、金属の薄い膜に電圧を加えるだけで、磁石の性質を持つ状態と持たない状態を自在に変え
ることを世界で初めて実証し、従来の常識を覆した。この研究成果までの道のりや今後の展開、キャリアパスに対す
る考え方などのお話を伺った。
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　山口潤一郎氏に、最先端の研究と化学情報共有プラットフォーム「Chem-Station」の運営の両方を成功させてき
た秘
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と、教育や化学研究にかける熱い想いを語っていただいた。
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　　  科学技術予測センター 特別研究員 河岡 将行、特別研究員 蒲生 秀典、上席研究官 浦島 邦子

　科学技術予測センターでは、フォーサイト手法の高度化や地域イノベーションへの貢献を目的とした地域ワーク
ショップを 2009 年度より全国で開催している。本稿では、岐阜県恵那市の多様なステークホルダーから得られた地
域の将来ビジョンについて報告する。
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　ビッグデータ利用や IoT・AI の普及に伴い、製造業に限らずサービス業や医療・行政機関などでのデータ利活用
が進みデータの質の重要性が増大している。本稿では、近年欧州を中心に活発化する、データ品質規格の中核となる 
ISO 8000 の国際協議の動向について記す。

　全米科学振興協会（AAAS）科学技術政策フォーラム 2018 報告
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　　  科学技術予測センター 主任研究官 白川 展之

　本稿では、2018 年 6 月に開催された全米科学振興協会（AAAS）科学技術政策フォーラムの様子をもとに、トラ
ンプ政権発足後 2 年を経た米国の連邦科学技術予算の情勢や米国の科学コミュニティの対応姿勢などについて、報告
する。
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　論文の生産性分析を考える：
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　本レポートでは、論文生産性として行われる分析や分析結果の解釈に際して考慮すべきポイントを、事例分析を通
じて議論する。また、論文生産性の分析実施や分析結果の利用に際しては、データの内容や分析方法等の情報（メタ
データ）を確認することが重要であること、論文生産性の分析自体の課題を認識する必要があることを述べる。

　組織的な産学官連携を行う上での問題点とその背景要因：
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　NISTEP 定点調査 2017 において実施した、組織的な産学官連携を行う上での問題点とその背景要因に関する深
掘調査の結果を報告する。本調査から明らかになった企業側の問題点に大学・公的研究機関がどのようなアプロー
チを行えば産学官連携が進み得るかを考察する。

　Microsoft Academic Graph の書誌情報データベースとしての評価······················································· 	44
　　  第 1 研究グループ 主任研究官 塚田 尚稔、客員研究官 元橋 一之

　Microsoft 社の書誌情報データベース Microsoft Academic Graph について、無償でダウンロードできるバルク
データを用いて、Elsevier 社の Scopus をベンチマークとして、利用可能性を検証した結果を紹介する。

　客観的根拠（エビデンス）に基づく政策のためのデータ・情報基盤（第三回）
　～政策研究のための NISTEP データ・情報基盤～························································································· 	50
　　  第 2 研究グループ　客員研究官 岸本 晃彦、総括主任研究官 富澤 宏之

　科学技術・学術政策研究所（NISTEP）では科学技術の政策策定、あるいは政策研究をする方々のために、政府の科
学技術に関する計画や実施した施策を公開している。また、科学技術等の将来予測や科学技術の状況の意識調査も公
開しており、その検索システムについても紹介する。
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